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西武グループのビジョン

スローガン

でかける人を、ほほえむ人へ。

グループ宣言

私たちは、「お客さまの行動と感動を創りだす」
サービスのプロフェッショナルをめざします。

グループ理念

私たち西武グループは地域・社会の発展、
環境の保全に貢献し、

安全で快適なサービスを提供します。
また、お客さまの新たなる感動の創造に

誇りと責任を持って挑戦します。
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スポーツ事業不動産事業

事業の概要

都市交通・沿線事業 ホテル・レジャー事業

目指す姿

新たな時代に対応し、シームレスな
移動・暮らしや、スマートな事業運
営を実現

目指す姿

業容を拡大し、総合不動産業へと飛躍

目指す姿

「手軽さ」「楽しさ」をコンセプトとし
た事業展開により、心身ともに豊かな生
活環境を提供・新たな行動の創出へ

目指す姿

アセットライトに事業を展開し、業界No.1
クオリティのホテルチェーン構築

主な会社：西武鉄道㈱、西武バス㈱

主な会社：㈱西武・プリンスホテルズワールド
ワイド、㈱横浜八景島、StayWell 
Holdings Pty Ltd

主な会社：㈱西武リアルティソリューションズ 主な会社：㈱西武ライオンズ、㈱横浜アリーナ

鉄道 12路線、176.6km
国内外で 86ホテル 24,933室

複合施設1か所

賃貸オフィス7か所
商業テナント

約1,100店舗

V都市交通・沿線事業、ホテル・レジャー事業、不動産事業の3事業を中
心に、「最良、最強の生活応援企業グループ」に向けて事業を推進
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営業収益
4,284億円

ホテル・
レジャー事業

1,911 億円
（ 43 %）

不動産事業
748億円
（ 17%）

調整額
△204億円

2022年度実績

その他
392億円
（ 9% ）

都市交通
・沿線事業
1,437 億円
（ 32 %）

©SEIBU Lions

（2023年12月31日時点）

（2023年3月31日時点）
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当社グループの歩み

1912年
西武鉄道の前身である
武蔵野鉄道を創業

2004年
上場廃止

2006年
西武ホールディングス設立

V グループビジョンの制定
V 内部統制体制の強化

V 「峻別と集中」

西武ホールディングス設立後の
営業利益の推移

（単位：億円）

グループ施設

167か所 Ҝ 89 か所*1

グループ会社

120社 Ҝ 55 社*1

グループ社員

約3万人 Ҝ 約2.2 万人*1

「財務体質の強化」と
「収益性の向上」をテーマに
抜本的経営改革を断行

* 1グループ再編前と2014年3月31日時点の比較

（年度）

最良、最強の
生活応援企業グループへ

東証一部
上場

東京ガーデンテラス
紀尾井町開業

ダイヤゲート
池袋開業

ü新型コロナウイルスの影響に
より2020 年度・2021 年度は
営業損失を計上

ü中期経営計画（2021 ～2023
年度）を策定し、「アフター
コロナの社会における目指す
姿」を明確にし、目指す姿に
向けた取り組みを推進

2021年
西武グループ中期経営計画
（2021～2023年度）を発表

アフターコロナの社会に
おける目指す姿
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（予想* 2）

峻別と集中

西武鉄道沿線人口の安定的な増加

訪日外国人の増加

ホテルの改装など、価値向上に向けた
投資の実施

コロナ
ショック

東日本
大震災

△600

△200

* 2 2023年9月28日公表予想

経営改革
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動画（目指す姿・世界の実現に向けて）



価値創造プロセス

V事業環境の変化に対応し、強みを活かしながら経済的価値・社会的価値
を創出し、グループビジョンの実現に取り組む
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Â強固な顧客基盤

沿線住民

Â豊富かつ魅力的なアセット

約550万人

SEIBU PRINCE
CLUB*会員 約150万人

埼玉西武ライオンズ
ファンクラブ会員 約10万人

Â各事業における高度な運営ノウハウ

Â幅広い顧客とのコンタクトポイント

東京23区に保有する
主要な施設の面積 約40万㎡

強み

暮らす 買う・
食べる 移動する スポーツする

遊ぶ
宿泊する
旅行する

3つの強みを生かし、お客さまの生活の様々なシーンにサービスを
提供していくことで、グループの価値を創出

サービスの再利用、サービスの相互利用

* 西武グループの各施設でご利用いただける会員サービス

（2023年3月31日時点）

（注）会員数は2023年3月末時点。
埼玉西武ライオンズチケット会員のみの方は含んでおりません。



価値創造プロセス

V事業環境の変化に対応し、強みを活かしながら経済的価値・社会的価値
を創出し、グループビジョンの実現に取り組む
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Å パンデミック・
地政学的リスクの高まり

Å 技術革新の加速

Å 少子高齢化

Å 気候変動の深刻化

Å 価値観の変容

Å ボラティリティの高い
収益構造の見直し

Å DX推進

Å 人財戦略

Å 気候変動対応の具体化

Å 変化するトレンド・ニーズ
に合った商品・サービス創出

事業環境

課題

Â 強固な顧客基盤

Â 豊富かつ魅力的なアセット

Â 各事業における高度な運営ノウハウ

Â 幅広い顧客とのコンタクトポイント

強み

戦略

Â 中期経営計画で掲げる3つの骨子、
各事業の戦略を推進

不動産事業

都市交通・
沿線事業

スポーツ事業

ホテル・
レジャー事業

でかける人を、ほほえむ人へ。

最良、最強の
生活応援企業グループへ

株主の期待を超える
リターンを創出

アフターコロナの社会における目指す姿

戦略を通じて
創出した価値を
強みの強化に
つなげる

強みを生かして
戦略を推進

スローガン

創出する価値

ROE10％以上
を意識

【環境】
環境ストレスをゼロに
し、ほほえみあふれる

社会を実現

【社会】

2050年度
<CO2排出量>

ネットゼロ

<再生可能エネルギー導入率>
100%

2025年度まで
<中核4社の管理職における

女性比率>
15% など



中期経営計画（2021～2023年度）
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中期経営計画における3つの骨子

●経営改革 ●デジタル経営 ●サステナビリティ
V アセットライトな事業運営

V 損益分岐点の引き下げ

V ニューノーマルに合わせたサービス変革

V グループ内外のデータをつなぎ、変化を捉えた
サービス変革と新たな顧客価値創出に繋げ、
「西武グループのファン」を増やす

V 業務改革、働き方改革などにより、固定費を削減

中期経営計画のテーマ

「アフターコロナの社会における目指す姿」を見据え、
コロナショックを乗り越え、飛躍への道筋をつける。

効率性

V 持続可能な社会実現に
向けた取り組み

（業績・数値計画）

中長期的に
目指す水準

安全性

安全性

コロナ禍で財務体質は一時的に悪化したものの、
アセットライト化に伴うホテル資産の譲渡
などにより財務体質は改善する計画

中期経営計画期間

※ 2020年度および2022年度、2023年度に報告セグメントの変更を行っておりますが、
各年度の数値は年度末時点のセグメント区分に基づき集計しています。

2018年度

実績※

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

2023年度

予想

(2023年9月28日公表)

営業収益 5,659億円 3,370億円3,968億円4,284億円4,630億円

営業利益 733億円 △515億円 △132億円 221億円 410億円

　都市交通・沿線事業 270億円 △98億円 △57億円 22億円 115億円

　ホテル・レジャー事業 197億円 △534億円 △280億円 49億円 166億円

　不動産事業 200億円 154億円 198億円 126億円 115億円

償却前営業利益（EBITDA） 1,273億円 18億円 424億円 772億円 960億円

親会社株主に帰属する当期純利益 454億円 △723億円 106億円 567億円 340億円

ROE（自己資本当期純利益率） 11.3% △21.7% 3.5% 16.6% 8%台後半 10%以上を意識

自己資本比率 24.1% 17.6% 18.3% 23.5% 24%台 25-30%

ネット有利子負債／EBITDA倍率 6.9倍 482.4倍 19.9倍 9.9倍 8倍程度 6倍台



2023年9月28日業績予想に対する進捗

¸ 第3四半期累計期間の営業収益・営業利益は、2023 年9月28日に公表した修正予想に対し
て、想定を上回り進捗

¸ 第4四半期においても、増加する需要の着実な取り込みと値上げの取り組みを進めていく
ものの、修繕費など費用の増加を見込むことから、2023 年9月28日に公表した修正予想
から変更なし
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△3%

+2% +2%
△2%

+5%

△20%

△10%

+0%

+10%

1Q 2Q 3Q 4Q

定期（0928予想） 定期

定期外（0928予想） 定期外

69% 72% 67%

63%
69%

72%

18,918
20,099 20,576

20,102
19,393

18,132
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0

5,000
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1Q 2Q 3Q 4Q

稼働率 稼働率（0928予想）

ADR ADR（0928予想）

Â 西武鉄道 鉄道業の主な費用

Â 鉄道業 コロナ前比※旅客運輸収入の推移 Â 国内ホテル業 ADRと客室稼働率の推移

※1Q～3Qは2019年度1Q～3Q、4Qは2018年度4Qとの比較
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（単位：億円）

（ADR：円）
（稼働率）



経営改革：アセットライト*な事業運営
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危機が今後も繰り返し発生する可能性

Å 一部ホテル・ゴルフ場・スキー場26施設を譲渡（2023年3月1日まで）

Å 西武建設株式の譲渡（譲渡実行日：2022年3月31日）

Å グループ内組織再編の推進（2022年4月1日再編完了）

㈱西武・プリンスホテルズワールドワイド

→ ホテル・レジャー事業の中心として、アセットライトに事業を展開し、
業界No.1クオリティのホテルチェーンを構築

㈱西武リアルティソリューションズ

→ 不動産事業の中心として、業容を拡大し、総合不動産会社へと飛躍
グループ保有資産の価値極大化を目指す

76 施設

旧プリンスホテルの保有施設数

パンデミック
自然災害

危機に強い体質を構築

Å 2021～2022年度の進捗

【従来】

[継続して保有]

譲渡資産（一例）

V「アセットライトな事業運営」
繰り返し起こると想定される危機に対して、より強固な体質を構築

26 施設
[グループ外へ譲渡]

50 施設

Å 具体的な取り組み
Å将来の開発余地、事業間のシナジーを踏まえ、資産・事業の

売却や流動化を実施

Åグループの保有資産の価値極大化、およびホテル・レジャー
事業と不動産事業の競争力向上を目的としたグループ内組織
再編を実施

再開発等により価値を極大化

【2023年度】

オペレーターとして運営を受託

* アセットライト：保有資産を圧縮した機動的な経営体制

国内



3,730

3,310

3,410
3,440

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（予想）

経営改革：損益分岐点の引き下げ

生活様式の変化 人口の減少

V 「損益分岐点の引き下げ」

ḭךּ ṇ
︡ḭ ︡ （ṕ2022年度実績は2019年度比△280億円שּךּ

2023年度は人件費や修繕費の増加があるも、継続的にコストコントロールに取り組み、
2019年度比では約△90億円削減の見込み

固定費の推移
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Å 具体的な取組み
Åホテルの業務内製化・要員の見直し

Å鉄道・バスのダイヤ・路線の見直し、
駅業務のスマート化、必要人員数・保有車両の適正化

Å施設の管理・運営業務の内製化

Å生活様式の変化・利用状況を踏まえたダイヤ改正を
実施

Åホテルの臨時スタッフの削減を実施

Åエネルギー価格の上昇、需要動向を踏まえたコスト
コントロールを実施

需要に合わせた
オペレーション体制の刷新

Å 2021～2022年度の進捗

2019年度比

△280億円

（単位：億円）

V 西武建設の株式譲渡、ホテル・レジャー事業
一部資産の流動化に加えて、恒久的な固定費
削減を進める



45,638 45,912

34,755
36,091

39,426

54,895
53,668

36,107

49,121

54,832

2018年度 2019年度 2020年度 2022年度 2023年度

（予想）

定期 定期外

5,464 

5,491 5,489 

5,471 

5,484 

5,400

5,450

5,500

2019年1月1日 2020年1月1日 2021年1月1日 2022年1月1日 2023年1月1日

事業戦略①：西武鉄道沿線の価値向上

事業環境 課題

Å テレワーク浸透により、鉄道利
用者が減少

Å 中長期的に沿線人口が減少

西武鉄道沿線地域※1の人口推移

※1 東京都（新宿区・中野区・杉並区・豊島区・練馬区・立川市・武蔵野市・府中市・昭島市・小金井
市・小平市・東村山市・国分寺市・福生市・東大和市・清瀬市・東久留米市・西東京市）、埼玉県
（川越市・秩父市・所沢市・ 飯能市・狭山市・入間市・新座市・日高市・横瀬町）

緩やかに低下

（単位：千人）

0

出所：各自治体の住民基本台帳による人口データ

Å 定期収入の恒常的な減少が見込ま
れるため、定期外収入を強化

Å 固定費の削減、新たな生活様式や
人口減少などに対応したスマート
な事業運営

鉄道 運輸収入の推移
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不動産事業
都市交通・
沿線事業

その他

※2 2023年9月28日公表時点の予想

Å エネルギー価格の高騰に伴い、
鉄道の電気動力費が高止まり

*2

（単位：百万円）

コロナ前の水準
を下回る想定

定期外収入の強化



事業戦略①：西武鉄道沿線の価値向上

Â ワンマン運転の実施や、駅の省
人化による固定費負担の低減

Â シームレスな移動や暮らし
の実現に向けたMaaSの提供

連続立体交差事業の推進

強み・戦略

拝島駅 高田馬場駅

Â 沿線の豊富な観光資源・沿線レ
ジャー施設の活用や沿線開発の推
進による住みやすい街づくり・外
出需要の喚起

飯能駅

池袋駅

西武新宿駅

西武秩父駅

国分寺駅

メッツァビレッジ
ムーミンバレーパーク

ベルーナドーム

西武園ゆうえんち

ワーナー ブラザース スタジオツアー東京
- メイキング・オブ・ハリー・ポッター

（運営会社：ワーナー ブラザース スタジオジャパン）

* 2023 年6月開業

豊島園駅

本川越駅

不動産事業
都市交通・
沿線事業

その他

Vグランエミオ所沢
（東口）
Ⅰ期2018年3月
Ⅱ期2020年9月 開業

所沢駅周辺開発

V西口開発計画
2024年秋開業予定

所沢駅

Â ㈱横浜八景島が持つ運営・販売促進のノウハ
ウを活用し、幅広い顧客の獲得を図るため、
西武園ゆうえんちの運営主体を同社へ移管

西武秩父駅前温泉 祭の湯

Â 今後の需要状況やコストの増加な
ど事業環境を踏まえ、将来的な運
賃改定に関しても、様々な角度か
ら検討 15
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事業戦略②：250ホテル規模への事業拡大

事業環境 強み
Å コロナ禍による国内旅行の自粛、訪日外

国人の急減からの回復期

Å 宴会需要はコロナ前の水準には届かない
ものの、リアル回帰の動きもあり回復傾
向（足元ではコロナ前比8割強の水準)

Â 国内における高いブランド認知度と150
万人を超えるSPC会員データ

Â シティホテルやリゾートホテルの全国展
開、ラグジュアリーホテルの運営、MICE
や法人需要の獲得などにより蓄積したノ
ウハウ
ノウハウを活かした競争力発揮により客
室販売単価は持続的に上昇

【訪日外客数の推移】

【プリンスホテル客室販売単価推移】

Å 国内外の観光需要回復、円安が後押しし、
客室販売単価はコロナ前を上回る水準

（単位：万人）

Å ホテル供給数は増加傾向、加えて業界内
の人手不足感が深刻化

ホテル・
レジャー事業

16

（単位：円）

Â グループ会社の海外のホテル運営会社ス
テイウェルの持つMC・FC運営ノウハウ

※ 2023年9月28日公表時点の予想
*



事業戦略②：250ホテル規模への事業拡大

課題

Å 資産譲渡・運営受託化により低
下した利益水準のコロナ禍前へ
の回復

ホテル・
レジャー事業

17

Å 国内外86のホテル（2023年12
月31日現在）を、運営受託形式
により250ホテルまで拡大

戦略

Å 競合に打ち勝ち続けるオペレー
ション力を支える人財の強化

Å 会員制度のグローバル化など更
なる顧客基盤の強化

Å本件オーナー：星野リゾート・リート投資法人
Å2023年7月1日オープン
Å480の客室、様々なスタイルのレストラン、
Å約1,800㎡の宴会場をはじめ数々の宴会場を有する

（新規運営受託ホテル獲得事例）
グランドプリンスホテル大阪ベイ
～外資からのブランドチェンジ～

Å 危機に強い体質を維持・強化し
ながら更なる成長の実現



事業戦略②：250ホテル規模への事業拡大
ホテル・

レジャー事業
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事業戦略②：250ホテル規模への事業拡大

英国：2

中東：3

インド：2

東南アジア：3

豪州：11

米国：4中国・台湾：3

日本：58

Å 2023年12月31日現在、国内外で86ホテルを運営

※記載の数値はそれぞれの国・エリアにおける
ホテル運営施設数（2023年12月31日現在）

ホテル・
レジャー事業
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Åザ・ホテル青龍 京都清水
2020年３月22日開業

Å東京ベイ潮見プリンスホテル
2020年9月1日開業

Åプリンス スマート イン 大阪淀屋橋
2022年11月16日開業

ザ・プリンス キタノ ニューヨーク
ホテルエントランス

【運営受託による新規開業ホテル実績例】

Åグランドプリンスホテル大阪ベイ
2023年7月1日開業

Åザ・プリンス キタノ ニューヨーク
2023年12月1日開業



8.91 9.01
8.67

7.34

5.47

4.03

3.61

3.12

1.88 1.55

4.49

6.33
6.47

6.10

17,585

16,932
16,572

16,207

16,953

17,692

18,540

19,173

20,887

22,206
21,999

20,596

20,059 19,741

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 2023

空室率 平均賃料

【東京ビジネス地区のオフィス空室率・平均賃料推移※】

(単位：％) (単位：円/坪)

0

(年)

事業戦略③：保有資産の有効活用

出所：三鬼商事株式会社
※千代田区、中央区、港区、新宿区、渋谷区の各年12月時点のデータ
（2023年は10月時点）

グランドプリンス
ホテル赤坂
（ホテル・住宅）

東京ガーデンテラス紀尾井町
2016年7月 全面開業
（オフィス・ホテル・商業・住宅の複合施設）

事業環境 強み

Å 不動産事業は、コロナ禍においても
収益が相対的に安定

Â 都心やリゾート地に立地が良く、開
発ポテンシャルのある資産を多数保
有（低・未利用地を含めると全国で1億㎡超）

Å テレワークの浸透、働き方の変化を
背景としたオフィス空室率の上昇・
高止まり

Â 東京ガーデンテラス紀尾井町などの
再開発により保有資産の収益性を高
めてきた実績・経験

収益力は
およそ

５倍
に拡大

Â 一時的な退去が発生しても、早期に
入居テナントを獲得できる競争力
（高機能、好立地の施設）

不動産事業

20



【品川駅周辺の交通ネットワーク
拡充予定】
・リニア中央新幹線開業
・南北線延伸（品川・白金高輪間）
・京急品川駅地平化
・環状4号線開通
・国道15号上空デッキ整備

事業戦略③：保有資産の有効活用 不動産事業

Â 高輪・品川エリア、芝公園エリア、新宿エリアなど都心エリアの大規模再開発を段階的に
実現（都心エリアについては施設計画を進め、2020年代後半から工事着手を目指す）。

Â 沿線のバリューアップを推進するとともに、軽井沢、箱根、富良野など知名度の高いリゾ
ートについてもサステナビリティを意識しながら保有資産の価値向上を実現。

Â これら不動産事業を西武グループの成長のキードライバーとし、後述の不動産回転型ビジ
ネスとともに、当社保有資産の価値極大化策として進める。

2023 2030

高輪エリア

芝公園エリアのまちづくりに着手

新宿エリアのまちづくりに着手

軽井沢・箱根・富良野などリゾートのバリューアップを実行

第1期 第2期 第3期

品川エリアのまちづくりに着手

戦略

Å 西武グループの保有資産の価値極大化

課題

21



（参考）高輪・品川エリアの街づくり

2022年11月 品川駅西口地区地区計画 都市計画変更

品川駅西口地区においては、品川駅とまちの連携を強化するバリアフリーの歩行者ネットワーク
や、豊かな自然とMICE等の都市機能が高度に融合した複合交流拠点等の整備を目指していく。

世界の人々を迎え入れる品格ある迎賓都市・
開かれたまちへの転換

V 国内外への広域交通アクセスに優れた品川駅至近の立地において、日本最大級の集積を誇るホテル・
MICE機能の更新を図りながら、都心での貴重な緑や歴史的な資源を生かしつつ、環境にも配慮した先進
的なオフィス・商業・住宅等の都市機能を導入し、日本の新たな玄関口となる複合市街地の形成を目指す
。

■導入機能のイメージ
・ホテル
・MICE
・オフィス
・商業
・住宅
など

段階的なまちづくりにより既存事業の収益減をミニマイズ
しながらエリア最大級の地権者としてまちづくりを推進。

2022年1月 品川駅西口地区まちづくり指針（高輪三丁目地区）より

高輪エリア

品川エリア

品川駅西口地区まちづくり指針（高輪三丁目地区）
実現に向けて

高輪
エリア

※計画内容については、今後関係機関と協議の上、決定していきます。今後のプラン検討によって変更
する場合があります。

高輪エリア【高輪三丁目地区】イメージ

（環状4号・国道15号交差部より柘榴坂方面を望む）

グランドプリンスホテル高輪

グランドプリンスホテル新高輪

ザ・プリンス さくらタワー東京

品川プリンスホテル

品川プリンス・レジデンス

品川駅

敷地面積：約83,000㎡ 敷地面積：約45,000㎡

◆ザ・プリンス さくらタワー東京

◆グランドプリンスホテル高輪

◆グランドプリンスホテル新高輪

客室数(３ホテル合計)：

約1,600 室

宴会場数：大小合わせ約60宴会場

◆品川プリンスホテル

客室数：約3,500 室

宴会場数：大小合わせ約40宴会場

◆品川プリンス・レジデンス

賃貸マンション：約260戸

2023年6月 品川駅西口地区における土地区画整理事業の認可
独立行政法人都市再生機構が施行者として進める「品川駅西口土地区画整理事業」が2023年6月
1日付で事業認可。 22



（参考）芝公園エリアの街づくり

V 現在、芝公園を核としたまちづくり構想に基づき、ホテルの機能更新を図りつつ、歴史

・文化資源の活用、緑の充実を図るための緑地整備等を意識したまちづくりを検討中

土地面積：約50,000㎡
容積率：指定容積率200％

使用容積率111％
ホテル（約460室）、
宴会場（24会場、計5,294㎡）

芝公園の江戸草創期の資産を顕在化するとともに、
歴史的資源を活用し国際交流を促進するなど、
都心に息づく江戸東京のレガシーを体感

まちづくり方針図（「芝公園を核としたまちづくり構想」（東京都）をもとに作成）

◆芝公園エリアの将来像
2020年２月東京都

芝公園を核としたまちづくり構想

「江戸の杜」に集う
江戸東京文化の体感と
国際的な交流の促進

芝公園の現状

23



不動産回転型ビジネスを活用し、アセットライトな不動産事業へ転換

目的
V 当社グループにおけるアセットライト経営を促進。

V 当社グループが豊富に所有する優良なアセットを私募ファンド・私募REITなどへ組み入れることで、獲
得した資金を新規開発などに再投資し、魅力ある街づくりを進めるとともに、森林再生等の社会貢献も
指向。

V アセットマネジメント事業に参入し、運用から運営までを手掛ける、総合不動産会社への飛躍を実現。

V 当社グループによる運用・運営物件の増加をはかり、お客さまへ新たな価値を提供。

「でかける人を、ほほえむ人へ。」の実現へ

獲得資金を
新規開発などに

再投資

総合不動産会社への飛躍

私募ファンド・私募REITをはじめ、当社グループにおける有効な不動産回転型ビジネスの検討を加速

お客さまへ
新たな価値を

提供

アセットライト経営を促進

大規模再開発が本格化する前の2020年代中盤での体制構築を目指す

魅力ある
街づくり

事業戦略③：不動産回転型ビジネスを活用したアセットライトな不動産事業への転換 不動産事業

24

※2023年5月開示内容



Â 不動産回転型ビジネスについて、ロードマップに基づき検討を推進。

Â 今後、協業パートナーと不動産ポートフォリオやBSマネジメントの検討を行うとともに、
ノウハウの相互共有と不動産事業の強化に努める。

事業戦略③：不動産回転型ビジネスを活用したアセットライトな不動産事業への転換 不動産事業

都心エリアの大規模再開発

軽井沢・箱根・富良野などリゾートのバリューアップの実行（2024年5月に具体案を開示予定）

1億㎡を超える当社グループ保有資産の有効活用策の検討・実行

2024年5月（予定）

対象物件の決定・開示

2023年8月1日

協業パートナーをみずほフィナンシャルグループ※1に決定

AM会社設立(2025年4月予定)

私募ファンド・REITの組成
中期的に

AUM※23,000億円以上へ拡大
当社グループの目指す
ポートフォリオの策定

※上記はコーポレートロゴの使用例

Â 西武リアルティソリューションズ（SRS）では、8月1日（火）より新た
に「コーポレートメッセージ」並びに「コーポレートロゴ」を制定し、
様々なPR制作物等にて使用し発信してまいります。

Â このコーポレートメッセージは、常に時代を切り拓いてきた西武グルー
プのDNAと豊富なアセットを受け継ぎ、SRSが総合不動産会社として
「新たなる領域」「未開発の領域」「最先端の領域」へ挑戦することを
表現するものです。

※1 株式会社みずほ銀行、みずほ証券株式会社、みずほ信託銀行株式会社 など
※2 AUM：運用資産残高

2025年4月（予定）

体制構築を具体化

アセットライト経営を促進
獲得資金を新規開発および

成長投資等に再投資
AM事業への参入で

総合不動産会社へ飛躍

25

※2023年8月開示内容



事業戦略④：各事業の収益力強化に向けたスポーツ事業の推進

事業環境 強み・課題

Å テレワークによる運動不足、コロ
ナ禍をきっかけとした健康意識の
向上

Å アフターコロナの中で、リアルな
場での楽しみ、エンターテインメ
ント需要の回復

Â ベルーナドーム、横浜アリーナ、
ゴルフ場、スキー場など豊富な保
有資産を有効活用

Â 埼玉西武ライオンズにより蓄積さ
れたスポーツビジネス運営のノウ
ハウの活用

横浜アリーナベルーナドーム

26
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事業戦略④：各事業の収益力強化に向けたスポーツ事業の推進

戦略

Â オンライン・オフラインともに楽しめる
スポーツ・エンターテインメント体験の
提供

（事例紹介）「SEIBU FAST SPORTS」プロジェクト

忙しい日常生活の中でも、手軽に楽しくス

ポーツを体験できる「SEIBU FAST SPORTS 

FIELD」を設置し、「SEIBU FAST SPORTS

Web アプリ」を通じて手軽に予約決済を行う

ことで、日常生活の中でもっと「手軽に」

「楽しく」スポーツできる環境を提供
SEIBU FAST SPORTS FIELD 

品川ゴルフ
SEIBU FAST SPORTS キービジュアル

27

Bule MUSE cup  in Oiso LongBeach

Do スポーツ

Watch スポーツ

Â スポーツアプリの導入や、沿線の土地の
活用により、手軽にスポーツに触れられ
る環境・サービスを拡充

Â グループのゴルフ場等、運営施設への送客

プリンスアイスワールド



次期中期経営計画の方向性｜回復から成長へ

V企業価値・株主価値の最大化を果たすべく、当年度は2024年度以降の
成長戦略策定に向けた準備を進める。

V2024年度に策定する新たな戦略においては、以下の取り組みを強化・
推進していく。

■ 西武鉄道沿線の価値創造・価値向上

■ ホテル事業の拠点拡大・販売単価の向上

■ 都心エリアの大規模再開発・リゾートエリアの再開発

■ 不動産回転型ビジネスの活用

■ デジタルトランスフォーメーション

■ 人的資本活用のための仕組みづくり

28



目次

01 西武グループの概要

02 成長戦略

03 持続可能な社会実現に向けた取り組み

04 株主さまへの還元（配当・優待制度など）

29
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400,000

600,000
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環境への取組み

新型通勤車両「40000 系」（左）
新型特急車両「Laview 」（右）

東京ガーデンテラス
紀尾井町

V当社への影響、社会的影響が大きい気候変動への対策として、温室効果ガスの削減を中心
として取り組む

V西武グループのビジョン実現のために、持続的な社会実現に向けた課題
への取り組みを推進

温室効果
ガス削減

30

省エネ車両の導入
不動産施設の

省エネ設備導入・更新
社有林の管理や植林

多峯主山からのぞむ
「飯能・西武の森」

目標

CO2排出量の推移

(t -CO2)

2030 年度 2050 年度

ネットゼロ

中期目標 長期目標短期目標

（再生可能エネルギー

導入率 100 ％）

毎年度 前年度比

５％削減

実績

使用エネルギーの削減

再生可能エネルギー
の自家消費拡大

温室効果ガスの吸収

ダイヤゲート池袋

使用エネルギーの代替

100% 再生可能
エネルギー電力の導入

軽井沢・プリンス

ショッピングプラザ

目標達成に向けて各種取り組みを推進

46% 削減

（再生可能エネルギー

導入率 50 ％）

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度



130

98

57

17

自家用乗用車

航空

バス

鉄道

環境への取組み

出所：国土交通省発表資料

Â 輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（2019年度）

31

（単位：g-CO2/人キロ）

Â （取り組み事例）西武鉄道全線 100％再生可能エネルギー由来の電力で運行

V 2024 年１月１日から西武鉄道全線で使用する全て
の電力を再生可能エネルギー由来の電力とし、実質
CO2排出量ゼロで運行
（CO2排出削減量は、一般家庭換算で約57,000 世
帯分相当の年間約157,000 ｔ）

V その他にも、省エネルギー化した 40000 系車両の
増備、既存車両の VVVF インバータ制御装置およ
び電動機への更新、駅や車両へのＬＥＤ照明の導入
など、電力使用量削減への取り組みを積極的に推進



安全・地域活性化への取り組み

V お客さまの生活の様々なシーンで安心して
サービスがご利用できるよう、安全確保に
取り組み

V 自治体・地域等と連携しながら住みやす
い街づくり・観光促進に取り組み

■地域との連携強化・移動手段の確保

ホームドアの設置 車内防犯カメラ
の設置推進

防災備蓄倉庫・非常用電源
の設置
帰宅困難者の受け入れス
ペースの確保 等

HACCPに沿った衛生管理
食品安全教育の継続的な実施

より「住みやすく」より「関
わりたい」まちにしていくこ
とを目的とした「西武つなぐ
プロジェクト」

『PLAY!高架下』プロジェクト
地域の皆さまから募集したアイデア
によるイベント開催

■輸送の安全確保

■食の安全確保 ■災害対策設備

地域・観光型 MaaS
「回遊軽井沢」

安全 地域活性化
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■感染症対策

国際的衛生基準を満た
した施設であることを
証明する認証取得

秩父観光情報サービスサイト
「のってみ秩父」



ESGの取組みに関する社外からの評価

MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数 * MSCI日本株女性活躍指数（WIN） *

*株式会社西武ホールディングスのMSCI指数への組み入れ、およびMSCIのロゴ、商標、サービスマークまたは指数名称の使用は、MSCIまたは関連会社による株式会社西武ホールディン
グスへの後援、推奨、広告宣伝ではありません。

*MSCI指数は、MSCIの独占的財産です。MSCIおよびMSCI指数の名称およびロゴは、MSCIまたはその関連会社の商標もしくはサービスマークです。

S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数 SOMPOサステナビリティ・インデックス
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健康経営優良法人
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株主還元に関する考え方

将来の成長に

資する設備投資

財務体質の

継続的な強化

Å持続的かつ力強い成長の実現のための投資について、「アセットライト」をテー
マに多様な資金調達手段（プロジェクトファイナンスなど）を検討し、実施

Å資本コスト3.71％を意識し、事業別ハードルレート運用により、価値創造のた
めの投資を厳選して実施

ÅM＆Aなど新規事業分野創出にかかる投資も機動的に実施

Å金利上昇リスクに向けた対応

Å大規模開発に備え、多様な資金調達のノウハウを
獲得し実行（プロジェクトファイナンスなど）

Å自己資本比率25-30％、ネット有利子負債
/EBITDA 倍率6倍台を「中長期的に目指す水準」
とし、財務体質を強化

Vステークホルダーへの還元と成長に資する投資の実施を最適なバランス
で行う

株主還元

Å成長による株主価値極大化

Å成長投資を優先しつつも、
安定継続的に配当を実施

Å株主優待の充実

～グループ長期戦略における財務戦略 全体像～

35



6.0 6.0 8.0 

15.0 

23.0 23.0 

30.0 30.0 

5.0 

25.0 25.0 

1.0 

2.0 

15.3%

11.2%

7.8% 10.1%

15.4%
16.8%

20.7%

197.6%

14.1%

13.2%

22.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0 1 ṕ Ṗṕ Ṗ

ṕ Ṗ

配当の推移
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（注）2024/3 期の配当性向は、2023年9月28日公表の業績予想数値を基に記載しております。

（金額単位：円）

200.0%



①西武線・西武バスの優待乗車証に加えて、ホテル宿泊や
レストラン、ゴルフ場、レジャー施設で利用可能な共通
割引券など、沿線のみならず全国で利用可能

②埼玉西武ライオンズの内野指定席引換券など当社ならで
はのユニークなラインナップ

③持株数に応じて、更に充実する株主優待設計

株主優待制度

Â株主優待の発行基準

株主優待乗車証
（西武線・西武バスの片道きっぷ・全線パス）

施設利用優待券
（グループ施設の応募券・引換券・割引券）
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Â株主優待の特徴

100株以上～300株未満 年1回発行

(3月31日の最終株主名簿に記録された株主)

300株以上 年2回発行

(3月31日、9月30日の最終株主名簿に記録された株主)

3年以上継続して「3,000株」以上 片道きっぷを追加発行

(3月31日、9月30日の最終株主名簿に記録された株主) （10,000 株以上で更に追加発行）

詳細は、
https://www.seibuholdings.co.jp/ir/stock/benefit/
をご参照ください。

https://www.seibuholdings.co.jp/ir/stock/benefit/


株主優待制度

Â株主優待利用シーン
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/

日々のお出かけの移動に

1,000 /
/

家族旅行や記念日の食事、
仲間と楽しむゴルフ・スキー、
子どもと一緒にゆうえんちなど、
日々の活力を生み出す様々な場面に

好きなチームを応援する感動と
興奮のひと時に

©SEIBU lions
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2
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株主優待制度

※「ホテル無料ペア宿泊券(1泊)」と交換可能

施設利用優待券

株主優待乗車証

【所有株数別発行種別・枚数（年間所有の場合）】
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【施設利用優待券概要と所有株数別金額換算イメージ】

1,000円
共通割引券

レストラン
割引券

ウエディング
割引券

ゴルフ
割引券

スキーリフト
割引券

内野指定席
引換券

ベルーナドーム
アメリカン・エキ
スプレスプレミア

ム®シートA応募券

※施設利用優待券の利用状況により変動するため、上記グラフは、
レストラン割引券：1会計20,000円、ウエディング割引券：12,000円/人×65名、ゴルフ割引券：3名利用/回、
スキーリフト割引券：リフト1日券（おとな）6,500円、内野指定席引換券：西武ライオンズ23年シーズンチケット平均単価、
ベルーナドームアメリカンエキスプレスプレミアムシート応募券：西武ライオンズ23年シーズン販売料金
とした場合に、発行枚数のすべてを利用した場合のイメージです

【概要】



株主さま向けイベント・メール配信サービス
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2021年8月27日
埼玉西武ライオンズ 「西武グループ Day」 ボールパークイベント

【過去実施したイベント】

スタジアムMCによる解説 L’sテラスエリア

スタジアムツアー

野球教室

2022年8月5日
横浜・八景島シーパラダイス 親子・東京湾生きもの観察教室&バックヤードツアー

うみファーム

大水槽上部生きもの観察教室

バックヤードツアー



株主さま向けイベント・メール配信サービス
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2023年2月18日
ダイドードリンコアイスアリーナ お子さま向けアイススケート教室

講師：プリンスアイスワールドメンバー
特別講師：荒川静香さんスケート教室の様子

運転台体験・車内放送

床下見学 洗車体験

2023年8月4日
西武鉄道 親子わくわく電車教室



株主さま向けイベント・メール配信サービス
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2024年2月11日
埼玉西武ライオンズ 親子野球教室

野球教室の様子 「ライオンズベースボールアカデミー」のコーチ
コーチ：石井丈裕さん、田代将太郎さん、宮田和希さん



株主さま向けイベント・メール配信サービス
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【IR メール配信サービス】

V 株主の皆さまに対して、IR情報や株主さまイ
ベント、株主さまアンケート等の情報をメー
ルでお届けするサービスです。（購読無料）

https://www.seibuholdings.co.jp/ir/stock/mail/

【2022年度の配信内容】

ṕ Ṗ

【直近で実施予定のイベント】

西武鉄道「大人」の電車教室

V 毎回ご好評いただいている「電車教室」を、「大人」の方向けに開催

V 西武鉄道の運転士や車掌を教育する教師が、安全・安心を守るための取り組み、電車や信号の仕組み
等に関する授業を実施

https://www.seibuholdings.co.jp/ir/stock/mail/


5年間の株価推移
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（単位：円）
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ディスクレーマー

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現

在において入手可能な情報及び不確実な要因に係る仮定を前提として作成して

おり、実際の業績は異なる結果となる可能性があります。
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